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【安全情報７月分】当地報道より、殺人、強盗事件や自然災害など、７月に報じられた皆様

の安全に係わる情報の概要をお知らせしています。 

 

●サンホセ県 

「１９歳の男性、強盗に刃物で刺されて死亡」（強盗殺人事件） 

 ７月２日夜、サンホセ市のバーを出た後に行方不明となっていた１９歳の男性が、翌日の朝、同市内に

ある中華街の入口で刺殺遺体として発見された。被害者は２日午後１１時半に強盗に刃物で刺され殺害

された後、携帯電話を盗まれたものと見られている。 

  

「男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 ７月５日夜、アセリ市で男性が銃で何発も撃たれて殺された。被害者は友人と話をしていたところ、近

づいてきた犯人２人にいきなり銃で撃たれたという。 

 

「３１歳の男性、携帯電話を盗まれる」（強盗事件） 

７月６日午後７時半、サンホセ市の公園で、３１歳の男性が男２人組に襲われ、背後から首を絞められ

て気を失い携帯電話を盗まれた。被害者は意識が戻ってすぐ警察に通報し、警察がすぐに犯人を発見し

た。犯人のカバンの中から盗まれた携帯電話も見つかった。 

 

「26 歳の女性と３１歳の男性、遺体で発見」（殺人事件） 

７月２２日未明、クリダバ市の道路で、社会保険庁の職員である２６歳の女性と３１歳の男性が射殺遺

体で発見された。警察によると殺された場所は遺体が発見された場所とは違う場所である。 

 



●リモン県 

「トレーラー強盗、警察に逮捕」（強盗事件） 

 ７月４日、マティナ市で、練乳を積んだトレーラーが２人組の強盗に遭い、銃で脅されてトレーラーを

盗まれた。強盗はトレーラーをカルタゴ県トゥリアルバ市まで運転したが、警察に逮捕された。 

 

「２８歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 ７月６日夜、シキーレス市のタイヤ修理工場に男３人が車で乗り付け、中にいた従業員に対して発砲

して逃走した。発砲を受け２８歳の男性が死亡、３人がけがをした。 

 

「拷問を受けたと見られる３３歳の男性、警察に保護」（傷害事件） 

 ７月８日、リモン市の農場で、裸で木に縛られていた３３歳の男性が警察に保護された。男性は頭部を

先の尖ったもので何回も刺され重傷を負っており、他にも拷問を受けたと見られる傷が多数見られた。

被害者を見張っていた男が逮捕された。 

 

「４人の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 ７月８日夜、リモン市の道路に男性８人がいたところ、走行中の車から銃撃を受け、４人が死亡、４人

がけがを負った。 

  

「５２歳の男性、刃物で刺されて死亡」（殺人事件） 

 ７月１６日、リモン市の農場で働いていた５２歳の男性が、他の男とけんかになり相手に刃物で刺さ

れ、間もなく死亡した。 

 

「コンテナから１，２００キロのコカインを押収」（麻薬密輸事件） 

 ７月２３日、モイン市モイン港で、フランスに送られる予定のコーヒーが入ったコンテナから１，２０

０キロのコカインが発見され押収された。 

 

「女性、銃で撃たれてけが」（銃撃事件） 

 ７月２２日午後８時、ポコシ市の自宅の庭にいた妊婦が、何者かに銃で撃たれてけがをした。この女性

が襲われるのはこれで３回目だという。 

 

「３１歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 ７月２３日夜、モイン市の道路で友人と話をしていた３１歳の男性が、走行中の車から少なくとも２

０発の銃撃を受け殺された。 

 



「モイン港でコカイン４６０キロを押収」（麻薬密輸事件） 

７月３０日、リモン市モイン港で、バナナが入ったコンテナの床から計４６０キロのコカインが発見さ

れ押収された。コンテナはオランダのロッテルダム港に運ばれる予定だった。 

 

「外国人２人、コカイン４３１包所持で逮捕」（麻薬密輸事件） 

７月３１日、タラマンカ市から５０キロ沖で、４３１包のコカインをボートに乗せて走行中の外国人２

人が逮捕された。 

 

●プンタレナス県 

「２７歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 ７月６日午後８時、コレドーレス市で２７歳の男性が銃で撃たれて殺された。 

 

「３１歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

７月７日夜、プンタレナス市の道路で３１歳の男性が銃で撃たれて殺された。 

 

「３６歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

７月１０日午後１１時半過ぎ、ブエノスアイレス市のバーで恋人の女性といた３６歳の男性が、近づい

てきた男２人に銃で撃たれて殺された。 

 

「２４歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

７月１３日午後２時５０分、プンタレナス市で２４歳の男性が射殺された。 

 

「３０歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

７月１７日午前２時半、プンタレナス市で３０歳の男性が銃で撃たれて殺された。また、数時間前にも

事件現場付近で、男性が刃物で刺されてけがをしている。 

 

「約１，０００キロのコカインを押収」（麻薬密輸事件） 

７月１９日、プンタレナス市の太平洋側約６５キロ沖で、約１，０００キロのコカインを積んで走行し

ているボートが発見され押収された。 

 

「２４歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

７月２２日夜９時半、オサ市で２４歳の男性が、スーパーマーケットに勤務する妻を迎えに行き、外で

待っていたところ、バイクに乗った男２人に至近距離から銃で撃たれて殺された。 

 



「２５歳と２８歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

７月２３日午後１時５０分、パリータ市を歩いていた２５歳の男性が、バイクに乗った男２人に銃で撃

たれて殺された。また、同日午後６時、同市でバイクに乗った男２人が理容店に入り、店内にいた２８歳

の理容師を射殺し逃走した。両事件に関係性があるか警察は調べている。 

 

「マリファナ２５袋、コカイン１０袋を押収」（麻薬密輸事件） 

７月２４日、ケポス市から６２キロ沖で、マリファナ２５袋、コカイン１０袋を乗せて走行中のボート

が発見された。乗組員の３人が逮捕され麻薬は押収された。 

 

●アラフエラ県 

「男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 ７月８日未明、アラフエラ市のアパートで、男性が男２人から名前を呼ばれたため、ドアを開けたとこ

ろを銃で撃たれて殺された。犯人は逃走。 

 

「４０歳の女性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 ７月１５日午前１０時半頃、アラフエラ市で銃撃戦が起き、４０歳の女性に銃弾が当たって死亡した。

また、男性１人にも銃弾が当たりけがを負った。 

 

●エレディア県 

「４０歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 ７月２９日午後９時、バルバ市でバイクに乗った男２人が４０歳の男性を射殺し逃走した。近くにい

た女性にも銃弾が当たりけがを負った。 

 

●カルタゴ県 

「２２歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 ７月８日午後３時、ラウニオン市の道路で２２歳の男性がバイクに乗った男から発砲を受け殺された。 

 

「３５歳の男性、銃で撃たれてけが」（強盗事件） 

 ７月１６日午後、カルタゴ市で飲食物の配達をしていた３５歳の男性が、客を装った男とその仲間に

乗っていたバイクを奪われた。その際に銃で撃たれたが命に別状はないという。 

 

「巡礼者３人、強盗被害」（強盗事件） 

 ７月２４日午前４時半、カルタゴ市を巡礼のため歩いていた３人が、バイクに乗った男１人に銃で脅

されて、所持していた携帯電話や現金を奪われた。 



 

●グアナカステ県 

「ニカラグア人家族５人、人違いで殺害」（殺人事件） 

 ７月９日午後９時、サンタクルス市で、１週間前にニカラグアから同地に住み始めたばかりのニカラ

グア人家族６人がいる民家に、少なくとも男３人が押し入って銃で５人を射殺して逃走した。容疑者の

３人は近くの民家で逮捕され、犯行に使われたと見られる銃も押収された。ニカラグア人家族は、麻薬密

売人との人違いで犠牲になった。 

  

「盗難容疑の男性、火をつけられ大やけど」（傷害事件） 

 ７月１９日夜、リベリア市で盗難容疑の男性が、盗みを働いたという理由で複数の男性からガソリン

をかけられ火をつけられた。男性は大やけどを負った。 

 

「１９歳の女性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 ７月３０日未明、リベリア市の道路で複数の者と一緒にいた１９歳の女性が、近づいてきた２１歳の

男に銃で撃たれて殺された。男はその後、他の住宅に行き、中にいた３５歳の女性と未成年者２人に発砲

してけがを負わせた。犯人は間もなく逮捕された。 

  

以上 

 

◆ 大使館では皆さまからの情報提供をお待ちしています。◆ 
ＴＥＬ：（５０６）２２３２－１２５５ 
ＦＡＸ：（５０６）２２３１－３１４０ 

E-mail：japon-consulado@sj.mofa.go.jp（大使館領事班） 
または yasuhiro.saito@mofa.go.jp（齋藤）まで 


